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はじめに 
 
  本書は、新城市避難所運営マニュアルとともに、避難所を運営するため

の標準的な事項をまとめたものです。 
各避難所で使う際には、地域や避難所となる施設の実情に合わせて 
内容を見直し、適宜追加・修正する必要があります。 
 

  本書は、避難所担当職員だけでなく、避難所となる施設の管理者、行政

区、自主防災組織の役員など、災害時に避難所の運営に関わる人々が読

みやすいよう、文字サイズを大きく設定しています。 
 

  本書は、新城市避難所運営マニュアル（本編）、様式集、リーフレット集、

避難所運営委員会及び各運営班の業務とセットでお使いください。 
 

 ＜本文中の表現について＞ 

 例：避難所でのルール（様式集 p. 4） 

    → 新城市避難所運営マニュアル 様式集 ４ページの 

「避難所でのルール」を参照してください。 
 

 例：保健福祉的視点でのトリアージ(資料集 p.1) 

→ 新城市避難所運営マニュアル 資料集 １ページの 

「保健福祉的視点でのトリアージ」を参照してください。 
 

例：災害のあとの気持ちの変化(リーフレット集 p.15,16 ) 

→ 新城市避難所運営マニュアル リーフレット集 15,16 ページの 

「災害のあとの気持ちの変化」を参照してください。 
 

 例：各運営班の業務【別冊】や避難所運営委員会の業務【別冊】 

→ 新城市避難所運営マニュアル 「各運営班の業務」や 

「避難所運営委員会の業務」を参照してください。 

 
 



資料集 目次 

 
１避難場所でのトリアージの例 
保健福祉的視点でのトリアージ(判断基準の例) ……………………… １ 

 
２避難所運営に使う場所とレイアウトの例 
避難所運営のために必要な部屋・場所 ………………………………… ２ 

レイアウト例（学校などの場合）  ……………………………………… ５ 

東日本大震災で避難所となった宮城県多賀城市の総合体育館の例…… ６ 

 
３避難所生活で配慮が必要な人への対応方法 
避難所利用者の事情に合わせた配慮の方法 …………………………… ７ 

要介護度の高い人 寝たきりの人など 

７ 
自力での歩行が困難な人 体幹障害、足が不自由な人など 

内部傷害のある人 オストメイト、咽頭摘出者、呼吸器機能障害、腎臓機能障害など

難病の人 ぜんそく、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーなど 

アレルギーのある人 

８ 
目の見えない人（見えにくい人） 視覚障害者など 

耳の聞こえない人（聞こえにくい人） 聴覚障害者など 

身体障害者補助犬を連れた人 

知的障害のある人 

９ 発達障害（自閉症など）の人 

精神疾患のある人 

妊産婦 

10 
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保健福祉的視点でのトリアージ（判断基準の例） 
判断基準は災害規模や被災地の状況で異なる ため、 参考と する 。  

ス テージ 区分 対象者の具体例 

Ⅰ 

医療機関や

福祉施設で

常に 専門的

な ケ ア が 必

要 

医療機関へ 
医 療 依 存 度 が 高

く 医 療 機 関 へ の

保護が必要 

人工呼吸器を 装着し ている 人 

気管切開等があり 吸引等の医療行為が常時必要な人 

福祉施設へ 
福 祉 施 設 で の 介

護が常に必要 

重度の障害者のう ち医療ケアが必要でない人 

寝たき り で介護が常時必要な人 

Ⅱ 

他 の 被災 者

と 区別し て、

専 門 的な 対

応が必要 
 

( 福 祉避 難 所
や、 環境・ 体
制を 整える こ
と で生活可能
だが、 対応で
き ない場合は
専門家の支援
やラ イ フ ラ イ
ン が整っ た 環
境での生活を
検討する 。 )  

福祉的な 
対応が必要 
福祉的なニーズ が

高く 介護援助等の

継続が必要 

日常動作や生活面での一部介助や見守り が必要な要介護高

齢者( 軽中程度の要介護高齢者など)  

精神障害･発達障害･自閉症等で個別の対応が必要な人 

日常動作や生活面で一部介助や見守り が必要な視力障害者、

聴力障害者、 身体障害者( 軽中等度の障害者など )  

医療的な 
対応が必要 
医療的なニーズ が

高く 医療やケ ア が

必要な人 

医療的なケアの継続が必要な人 

( 在宅酸素、 人工透析、 イ ンシュ リ ン注射など)   

感染症で集団生活場面から の隔離が必要な人 

( イ ンフ ルエンザ、 ノ ロ ウ イ ルス など)  

乳幼児、 妊産婦など 感染症の防御が特に必要な人 

親族の死亡、 Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ など で精神的に不安定で個別支援が必

要な人( 状況に応じ て医師の判断によ り 被災地を 離れる 必要

性がある )  

Ⅲ 

定 期 的な 専

門 家 の 見 守

り や 支援 が

あれば、避難

所 や 在宅 生

活が可能 

医療的な 
ニーズ 

慢性的な疾患がある が、 内服薬の確保ができ れば生活が可能

な人 

精神的に不安定さ や不眠など の症状はある が、 見守り や傾聴

など の支援が必要な人 

福祉的な 
ニーズ 

見守り レ ベルの介護が必要でヘルパーや家族等の支援の確

保ができ れば、 避難所や在宅生活が可能な人 

高齢者のみ世帯など、 ラ イ フ ラ イ ン の途絶によ り 、 在宅生活

継続のために生活物資の確保に支援が必要な人 

保健的な 
ニーズ 

骨関節系疾患や立ち座り に支障がある 高齢者など 生活不活発

病予防のために、 椅子の配置や運動の促し など の支援が必要

な人 

Ⅳ 現状では生活は自立し て、 避難所や在宅での生活が可能な人 

大規模災害における 保健師の活動マニュ アル（ 日本公衆衛生協会・ 全国保健師長会 2 0 1 3 ） を 参考に作成 
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避難所運営のために必要な部屋・場所 
レ イ アウ ト 例( p. 5) も 参考にする こ と 。  

必要な部屋・ 場所 用途や設置のポイ ント  必要な設備 

医
療
・
介
護 

救護室 
応急の医療活動を行う。 

□保健室や医務室があれば利用 

□簡易ベッド 

□応急救護用の用具 

介護室 

( ベッ ド ルーム)  

介護が必要な人などが利用。 

□運営側の目の届きやすい場所にある部屋を確保 

(なければ、間仕切りやテントを利用) 

□室内に車いすで相互通行できる通路を確保 

□簡易トイレ(洋式)を設置し、まわりを仕切る。 

□移動可能な間仕切りはおむつ換え時に利用 

□簡易ベッド 

□いす 

□簡易トイレ（洋式） 

□車いす 

□おむつ 

□ふた付ごみ箱 

（□間仕切り） 

（□テント） 

要配慮者

用トイレ 

トイレ使用時に配慮が必要な人が優先的に利用。 

□配慮が必要な人の優先的使用を表示。 

□段差なく移動できる場所に、洋式トイレを設置。 

(段差がある場合はスロープなどを設置して工夫する) 

□介助者同伴や性同一性障害の人などが気兼ねなく

利用できるよう「男女共用」も設置 

□その他、災害時のト イ レ 対策( p. 14) も参照 

□仮設トイレ(洋式) 

□簡易トイレ(様式) 

□テント 

□間仕切り 

□照明(投光機) 

□トイレットペーパー 

□消毒用アルコール 

□ふた付ごみ箱 

□手すり 

□蛇口のあるタンク 

□流し台 

□手荷物置き場 

□鏡 

自力での歩行

が困難な人 

・出入り口の幅は 80cm 以上とる 

・車いすで使える広さの確保 

・手すりがあるとよい 

目の 見えない

人(見えにくい

人) 

・ 壁伝いに移動でき る 場所や点字ブ

ロ ッ ク で誘導でき る 場所に設置 

・ 補助犬と 利用でき る 広さ の確保 

・ 音声案内がある と よ い 

オストメイト(人

工肛門・人工

膀胱保有者) 

・ストーマ部位用の流し場 

・補装具・付属品を置く棚 

・下腹部を映す鏡などを設置 

発 達 障 害 者

(自閉症など)の

人 

・感覚の鈍さなどからトイレをがまんし、

順番を守ることができない場合があ

る。トラブル防止策の検討が必要。 

・嗅覚が過敏で、においのきついトイ

レを使用できない場合は、簡易トイ

レ(ポータブルトイレ)の活用を検討 

身体障害者

補助犬同伴

者用の場所 

身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）同伴

者が、補助犬とともに過ごすための部屋や場所。 

 動物アレルギーのある人などに配慮し、できれば個

室を用意する。 

□毛布や敷物 

□ペット用シーツ 
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必要な部屋・ 場所 用途や設置のポイ ント  必要な設備 

生
活
環
境 

災害用 

トイレ 
(仮設トイレ、 
簡易トイレ 

など) 

施設のトイレが使えない場合などに設置。 

□男女別に設置 

□夜も安全に使うことができるよう照明をつける 

□できれば足腰が弱い人も使えるよう洋式トイレを設置 

□その他、災害時のト イ レ 対策( p. 14) を参照 

□災害用トイレ 

□照明（投光機） 

□トイレットペーパー 

□消毒用アルコール 

□ふた付ごみ箱 

更衣室 
着替えなどで利用。（テントや間仕切りでの設置も可） 

□男女別に設置 

（□テント） 

（□間仕切り） 

手洗い場 

避難所内の衛生環境の維持、防疫対策のため設置。 

□手指消毒用アルコ ールを 設置 

□生活用水が確保後は、 蛇口のある タ ン ク を 設置

し 、 流水と せっ けんで手洗いでき る よ う にする 。 

・ 使用後の水は、 でき れば浄化槽や下水管に流す 

・ 感染症予防のためタ オルの共用は禁止 

□消毒用アルコール 

□蛇口のあるタンク 

□流し台 

□せっけん 

 

風呂、 

洗濯場 

生活用水、仮設風呂や洗濯機に設置 

 ・使用後の水は、できれば浄化槽や下水管に流す 

 ・プライバシーに配慮した洗濯物干し場も決めておく 

(□仮設風呂) 

(□洗濯機) 

(□物干し用の道具) 

ごみ置き場 

避難所で出たごみを一時的に保管する場所。 

□生活場所から 離れた場所（ 臭いに注意）  

□直射日光が当たり にく く 、 屋根のある 場所 

□清掃車が出入り し やすい場所 

□ごみ袋 

ペットの 

受け入れ

場所 

飼い主と と も に避難し たペッ ト のための場所。  

□アレ ルギーや感染症予防のため、避難所利用者の

生活場所と は別の場所に受け入れる 。（ 動線も 交

わら ないよ う 注意）  

→施設に余裕があれば、 ペッ ト と 飼い主がと

も に生活でき る 部屋を別に設けても よ い。  

□敷地内で屋根のある 場所を 確保( テント も 可)  

□ペッ ト は必要に応じ てケージに入れ、 犬、 猫など

種類ごと に区分し て飼育でき る と よ い。  

□テント 

□ペット用ケージ 

□ペット用シーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

←蛇口つき タ ン ク を  

机の上に設置 

←使用後の水を 受ける バケツ など  

←手指消毒用 

 アルコ ール 

 

ト
イ
レ
の
後
と 

食
事
の
前
は 

必
ず
手
洗
い
！ 
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必要な部屋・ 場所 用途や設置のポイ ント  必要な設備 

食
料
呍
物
資 

荷下ろし・ 

荷捌き場所 

運搬された物資などを荷下ろし・荷捌きする場所 

□トラックなどによる物資の運搬がしやすい場所 

□風雨を防げるような屋根がある場所 

□台車 

保管場所 

食料や物資を保管する場所。 

□高温・多湿となる場所は避ける 

□風雨を防げるよう壁や屋根がある場所 

□物資の運搬や配給がしやすい場所 

□施錠可能な場所 

□台車 

育
児
呍保
育 

叜
厭 

授乳室 
女性用の更衣室を兼ねる場合は、移動できる間仕切り

を設置。 

□いす 

□間仕切り 

おむつ 

交換場所 
乳幼児のおむつ交換のための場所。男女共用。 

（大人のおむつ交換は、介護室で実施） 

□机（おむつ交換台） 

□おしりふき 

子ども部屋 

育児や保育（遊び場、勉強部屋）、被災後の子どものこ

ころのケア対策のために利用。 

□生活場所とは少し離れた場所に設置 

□テレビを設置 

□机 

□いす 

□テレビ 

談話室 

人々が集まり交流するための場所。 

□生活場所とは少し離れた場所に設置 

□テレビや、給湯設備があるとよい 

□机 

□いす 

□テレビ 

□湯沸し用ポット 

運
営
用 

避難所 

運営本部 

避難所運営委員会の会議などで利用する。 

運営側(当直者など)の休憩・仮眠室としても利用。 

□生活場所とは別室に設置。 

□机 

□いす 

総合受付 
避難所利用者の受付や相談窓口などを設置する。 

□避難所となる施設の入口や生活場所の近くに設置。

（生活場所とは扉などで仕切れる場所がよい) 

□机 

□いす 

□筆記用具 

相談室 

(兼静養室) 

相談対応や、パニックを起こした人が一時的に落ち着

くために利用。(パニック対策には本人や家族の同意を

得て、個室利用や福祉避難所への移送も検討) 

□個室に机、いすを設置（テントも可） 

□机 

□いす 

（□テント） 

外部から

の救援者

用の場所 

自衛隊や他の自治体からの派遣職員、ボランティアなど

外部からの救援者が利用 

□外から出入りしやすい屋外の一部を確保(車両用) 

□必要に応じて、拠点となる部屋の確保 
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レイアウト例（学校などの場合） 
・ 全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 避難所利用者が生活する 場所（ 体育館・ 屋内運動場）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ト イ レ  

運営本部 
( 会議室)  

相
談
室 

ト
イ
レ 

事務室 職員室 
校
長
室 

 

器
具
庫 

物資 
保管 
( 倉庫)  

 

ト
イ
レ 

 

 
 

 

 

 

要
配
慮
者
用

仮
設
⏲
⏎
␖ 

介護室 
( 特別教室)  

談話室 
( 特別教室)  

仮設トイレ( 女)  

救護室 
( 保健室)  

 

仮設トイレ( 男)  

・ ト イ レ 用ス リ ッ パに履き 替える  

・ 手指消毒用アルコ ール設置 

手指消毒用 

アルコ ール 

設置 

 

 

更
衣
室(

男) 

更
衣
室(

女) 

ごみ置き場 

避難所利用者用 

の出入口 

物資 
保管 
( 器具
庫)  

子ども部屋 
( 特別教室)  

 

避難所利用者が 

生活する場所 

( 体育館・ 屋内運動場)  

補助犬 
同伴 

( 特別教室)  

来客・ 報道用出入口(夜間は施錠) 

裏口(夜間は施錠) 

昇降口 

(夜間は施錠) 

( 職員用駐車場側)  

( グラ ウ ンド 側)  

屋根のある 渡り 廊下 

 

器具庫 

ス テージ 

器具庫 

 

( 器具庫)  

更衣室( 女)  

更衣室( 男)  

 

ト
イ
レ 

(

男) 

ト
イ
レ 

(

女) 

  

手
指
消
毒
用 

ア
ル
コ
･
ル→

 

手指消毒用→ 

アルコ ール 

(仮設ト イ レ 用) 

避難所利用者 避難所利用者 避難所利用者 

避難所利用者 

おむつ
交換 

( テント 内)  

男女共用 

特設公衆電話・ FA X 
 

( 中庭)  

プールの水を 汲み

置き し て流す 

【 要配慮者優先】  

テ
レ
ビ 

避難所利用者 

総合受付→ 

↑情報掲示板 

物
資
配
布

場
所 

炊 き 出
し 
物 資 受
入 
配 付 場

ペット受入 
( テント 内)  

・ 通路の確保 

車いすも 通行可能な幅 1 3 0 cm 以上 

各世帯が通路に面する よ う にする  

・ 世帯単位で受け入れ 

・ 行政区・ 組など地域ごと に分ける  
・ 配慮すべき 事項をチェ ッ ク  

授乳 
(テン ト 内)  

女性のみ 

↓育児場所 

耳 の 聞 こ え

ない人 

目の見えない

人 
壁づたいに移動

でき る 場所 

目か ら の 情報が

入り やすい場所 

文字放送

も Ｏ Ｎ  

救
援
者
⎡
活
動
場
所 

(

運
動
場
の
一
部)

 

仮設風呂 洗濯場所 
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東日本大震災で避難所となった宮城県多賀城市の総合体育館の例 
（撮影：被災地支援で派遣された愛知県職員） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居住場所( 体育館)  総合受付( 正面入口付近)  

医務室 

炊き 出し 場所( 屋外)  

キッ ズス ペース ( 体育館ロ ビー)  

洗濯場( 屋外)  

↑体育館を被災者の生活場所と し て使用。  

プラ イ バシーに配慮し 、 腰ま での高さ の段ボー

ルで仕切り が設けら れた。 立ち上がる と 、 内部を

見渡すこ と ができ る 。  

↑正面入口付近に設けら れた総合受付。  

本日の予定やイ ベント など の情報が掲示さ れて

いる ほか、 簡易郵便箱も 設置さ れている 。  

↑総合受付の隣に設けら れた医務室。  

室内はテント で仕切ら れている 。  

↑体育館のロ ビーに設けら れたキッ ズ 

ス ペース 。  

 

↑炊き 出し は屋外のテント 内で行われた。  

 

↑屋外の軒下に設置さ れた洗濯機と 乾燥機。 

 「 ペッ ト の衣類を入れないで」 など、 使用

時の注意が書かれている 。  
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避難所利用者の事情に合わせた配慮の方法 

区分 特徴 
避難所での主な配慮事項 

配置、 設備 食料・ 物資 情報伝達 人的支援 その他 

要 介 護 度
の高い人 

食 事 、 排 せ

つ 、 衣 服 の

着脱、入浴な

ど、生活上の

介助が必要 

簡 易 ベ ッ

ドやトイレ

を 備 え た

介護室など 

介護用品(紙おむ

つなど)、衛生用品、

毛布、 やわら かく

暖かい食事など 

本人の状態

に合わせゆ

っ く り 伝 え

る 、 筆 談 な

ど 

ホームヘ

ルパー、

介 護 福

祉士など 

  感染症対策 

  医療機関や

福祉避難所

への連絡 

→必要に応

じて移送 
寝たきりの人など 

自 力 で の

歩 行 が 困

難な人 

移 動 が 困 難

なため、補助

器 具や 歩 行

補助などが必

要 

段 差 が な

く、車いす

などで行き

来 し や す

い場所 

杖、歩行器、車い

すなどの補助器具、

介護ベッド、洋式

のトイレなど 

車いすから

も見やすい

位置に情報

を掲示 

ホームヘ

ルパー、

介 護 福

祉士など 

  車いすで使

用 で き る 洋

式トイレの優

先使用 体幹障害、足が
不自由な人など 

内 部 障 害

のある人 

補 助器 具 や

薬 の 投 与 、

通 院 な ど が

必要。 

見 た 目 で は

わかりにくい

場合もあるの

で、配慮の方

法 を 本 人 に

確 認 す る 。

(定期的な通

院 、 透 析 の

必要性など) 

衛 生 的 な

場所 

日ごろ服用してい

る薬、使用してい

る装具など 

オストメイト 

ストーマ用装具など 

咽頭摘出者 

気管孔エプロン、

人工喉頭、携帯用

会話補助装置など 

呼吸器機能障害 

酸素ボンベなど 

腎臓機能障害 

食事への配慮(タン

パク質、塩分、カリ

ウムを控える) 

 

医 療 機

関 関 係

者、保健

師、関係

支 援 団

体など 

  感染症対策 

  医療機関や

医 療 機 器 メ

ー カ ー への

連絡(器具や

薬の確保) 

→必要に応

じ 医 療 機

関に移送 

オストメイト 

装 具 の 洗 浄

場 所 を 設 置

し た トイ レ の

優先使用 

内部傷害：心臓、
呼吸器、じん臓、
ぼうこう、直腸、小
腸、免疫機能など
の障害で、種別
により様々な器具
や薬を使用 

難病の人 

ストレスや疲

労 で の 症 状

悪 化 や 、 定

期 的 な 通 院

が必要な点な

ど共通する。 

見 た 目 で は

わかりにくい

場合もあるの

で、配慮の方

法 を 本 人 に

確認する。 

衛 生 的 で

段 差 な ど

の な い 場

所、防寒・

避暑対策

をするなど 

日ごろ服用してい

る薬、使用してい

る 支 援 機 器 な ど

（本人や家族に確

認） 

本人の状態

に合わせる

（ゆっくり伝

え る 、 筆 談

など） 

医 療 機

関 関 係

者、保健

師、関係

支 援 団

体など 

  感染症対策 

  医療機関や

医 療 機 器 メ

ー カ ー への

連絡(器具や

薬の確保) 

→必要に応

じ 医 療 機

関に移送 

治療方法が未確
立で、生活面で
長 期に わたり 支
障が生じる疾病を
もつ人。さまざま
な疾患があり、人
それぞれ状態が
異なる。 
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区分 特徴 
避難所での主な配慮事項 

配置、 設備 食料・ 物資 情報伝達 人的支援 その他 

アレルギー

のある人 

環 境の 変 化

で 悪 化 す る

人もいる。 

生 命 に 関 わ

る 重 傷 発 作

に 注 意 が 必

要。 

見 た 目 で は

わかりにくい

場合もある。 

ア レ ル ギ

ー発作の

引 き 金 に

な る も の

を 避 け

た 、 衛 生

的な場所 

日頃服用している

薬、使用している

補助具など 

食物アレルギー 

アレルギー対応の

食品や、原因とな

る食物をのぞいた

食事（調味料などに

も注意。炊き出し

では個別に調理） 

食物アレルギー 

食事の材料

や調味料な

ど の 成 分 を

表示した献

立表の掲示 

医 療 機

関 関 係

者、保健

師など 

必 要 に 応 じ

て 医 療 機 関

に移送、 

周囲の理解 

ぜんそく 

ほ こ り 、 煙 、

強いにおいな

どが発作の引

き金 

アトピー 

シャワーや入

浴 で 清 潔 を

保つ 

ぜんそく  
アト ピー性皮膚炎 
食物アレ ルギー 

目 の 見 え

ない人 

(見えにくい

人) 

視覚による情

報収集や状

況 把握 が 困

難なので、音

声による情報

伝達が必要 

壁 際 （ 位

置 が把 握

しやすく、

壁 伝 い に

移 動 可

能）で、段

差 の な い

場所 

白杖、点字器、携

帯ラジオ、携帯型

の音声時計、携帯

電話、音声出力装

置、文字の拡大装

置、ルーペや拡大

鏡など 

音 声 、 点

字 、 指 点

字、音声出

入力装置、

音声変換可

能なメール

など 

ガイドヘ

ルパー、

視 覚 障

害 者 団

体など 

視覚障害者

団 体 へ の 連

絡 

必 要 に 応 じ

て 医 療 機 関

などに連絡 

耳 の 聞 こ

えない人 

(聞こえにく

い人) 

音による情報

集や状況把

握 が 困 難 な

ので、視覚に

よ る 情 報 伝

達が必要 

見 た 目 で は

わかりにくい

場合もある 

情報掲示

板や本部

付近な ど、

目 か ら 情

報 が 入 り

や すい 場

所 

補聴器・補聴器用

の電池、筆談用の

メモ用紙・筆記用

具、携帯電話、フ

ァックス、テレビ(文

字 放 送 ・ 字 幕 放

送) 、救助用の笛

やブザー、暗い場

所でも対応できる

ようライトなど 

情 報 掲 示

板 、 手 話 、

筆談、要約

筆 記 、 メ ー

ル、文字放

送など 

手 話 通

訳者、要

約 筆 記

者、聴覚

障 害 者

団体など 

聴覚障害者

団 体 へ の 連

絡 

本 人 の 希 望

に応じて「支

援が必要」で

ある旨を表示

（シールやビ

ブスの着用な

ど） 

身 体 障 害
者 補 助 犬

を 連 れ た

人 

補助犬同伴

の 受 け 入 れ

は 身体 障 害

者補助犬法

で 義 務 付 け

られている。 

補助犬同

伴 で 受 け

入れる。た

だし、アレ

ルギーなど

に 配 慮 し

別 室に す

るなど工夫

する。 

補助犬用には、 

ドッグフード、ペット

シーツなど飼育管

理のために必要な

もの 

（本人については

別の項目を参照） 

本人につい

ては別の項

目を参照 

補 助 犬

関 係 団

体など 

( 本 人 に

つ い て

は 別 の

項 目 を

参照) 

補助犬関係

団体へ連絡 

(本人につい

て は 別 の 項

目を参照) 補助犬と は盲導
犬、 介助犬、 聴
導犬のこ と  
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区分 特徴 
避難所での主な配慮事項 

配置、 設備 食料・ 物資 情報伝達 人的支援 その他 

知的障害

のある人 

環境の変化が

苦手なこともあ

る。 自分 の 状

況を説明でき

な い 人 が 多

い。 

個人差が大き

く、見た目では

わ か ら な いた

め、家族や介

助者に配慮方

法 な ど を 確 認

する。 

パ ニ ッ ク に

なっ た ら 落

ち着ける場

所 ( 静 養 室

な ど ) へ 移

動 

携帯電話、自宅

住 所 や連 絡 先

の 書 か れ た 身

分証など 絵や図、メモ

など使い、具

体的、ゆっく

り、やさしく、

なるべく肯定

的な表現*で

伝える 

 

*例：「あっち

へ 行 っ て は

だめ」ではな

く「ここに居よ

う 」 と 場 所 を

示す 

知 的 障

害 者 施

設 や 特

別 支 援

学 校 関

係者、保

健師など 

本人が通う施

設 や特 別 支

援 学校 へ 連

絡 

トイレ利用時

に 介 助 者 を

つけるな ど配

慮 が 必 要 な

場合もある 

発達障害

(自閉症な

ど)の人 

 

環境の変化で

不安になりや

す い 。 困 っ て

いることを説明

で き な い 。 集

団行動が苦手

な人が多い。 

個人差が大き

く、見た目では

わ か ら な いた

め、家族や介

助者に配慮方

法 な ど を 確 認

する。 

居場所を示

し、間仕切

りなどを設置 

パ ニック に

なったら落

ち着ける場

所( 静養室

な ど ) へ 移

動 

感 覚 過 敏 で 特

定のものしか食

べられない人、

食 べ 物 の 温 度

にこだわりのあ

る人、重度の嚥

下障害でペース

ト食が必要な人

もいる。配給の

列に並べないこ

とがある。 

個 別 対 応 が 必

要。 

保健師な

ど 

け が や 病 気

に注意（痛み

が わ か ら な

い） 

必 要 に 応 じ

て医療機関な

ど に連絡(薬

の確保など) 

トイレ混雑時

の 利 用 方 法

(割り込みの

許可など)を検

討 (p.2 要 配

慮者用トイレ

を参照) 

精神疾患

のある人 

適切な治療と

服薬が必要。

環境の変化が

苦手な人もい

る 。 見 た 目 で

は わ か り に く

く、自ら言い出

しにくい。 

パ ニック に

なったら落

ち着ける場

所( 静養室

な ど ) へ 移

動 

日頃服用してい

る薬など 

本 人 の 状 態

に 合 わ せ ゆ

っくり伝える 

保健師、

精 神 保

健 福 祉

相 談 員

など 

必 要 に 応 じ

て 医 療 機 関

な ど に 連 絡

(薬の確保な

ど) 
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区分 特徴 
避難所での主な配慮事項 

配置、 設備 食料・ 物資 情報伝達 人的支援 その他 

妊産婦 

自 力 で 行 動

できる人が多

いが、出産ま

で 心 身 の 変

化が大きく安

静が必要 

衛生的で

段 差 な ど

の な い場

所、防寒・

避暑対策

をする 

日頃服用している

薬 、 妊 婦 用 の 衣

類・下着、毛布、妊

婦向け食料、衛生

用品など 

- 

助産師、

医 療 機

関 関 係

者、保健

師など 

洋式トイレの

優 先 使 用 、

感染症対策 

必 要 に 応 じ

て 医 療 機 関

に連絡 

乳幼児・子

ども 

災害時には、

風 邪 な ど の

疾患にかかり

や す い 子

や、赤ちゃん

がえりする子

も多い 

衛生的な

場所で防

寒 ・ 避 暑

対 策 を

し、子ども

が騒いで

も よ い 環

境 

紙おむつ、粉ミル

ク（アレルギー対応

含む）、ミルク調整

用の水、哺乳瓶、

離乳食、おしりふき

などの衛生用品、日

ごろ服用している

薬など 

絵や図、実

物 を 示 し 、

わかりやす

い言葉で具

体 的、 ゆ っ

くり、やさし

く、伝える。 

保育士、

保 健 師

など 

授 乳室 や 子

どもが遊べる

部 屋 の 確

保 、 感 染 症

対策、子ども

の 特 性 に 応

じたメンタル

ケア 

女性 

避 難 所利 用

者 の 約 半 数

を占めるが、

運 営 へ の 意

見 が 反 映 さ

れないことも

ある 

- 

女性用の衣類・下

着、生理用品、暴

力から身を守るた

めの防犯ブザーや

ホイッスルなど 

－ － 

運 営 へ の 参

画、 

暴 力防 止 対

策、 

トイレや更衣

室 な ど を 男

女別にする 

外国人 

日 本 語 の 理

解力により、

情 報 収 集 が

困難なので、

多 言 語 な ど

による情報支

援が必要 

宗教によっ

ては礼拝す

る場所が必

要 

災 害 や 緊 急 時 の

専門用語の対訳さ

れたカード、多言

語辞書。 

文化や宗教のちが

いにより食べられ

ないものがある人も

いるので注意。 

通 訳 、 翻

訳 、 絵 や

図 ・ 実 物 を

示し、わかり

やすく短い

言葉(ひらが

な ・ カ タ カ

ナ)で、ゆっ

くり伝える 

通 訳 者

など 

日 本 語 が 理

解できる人に

は、運営に協

力してもらう。 

文 化 や 風

習、宗教によ

る 生 活 習 慣

のちがいもあ

る。 

文化・宗教

上 の 理 由

で 食 べ ら

れ な い も

の が あ る

人 

見 た 目 で は

わからない場

合 も あ る の

で、事前に食

べられないも

の の 確 認 が

必要。 

- 

認証を受けた食品

や、特定の食物を

のぞいた食事（調

味 料 な ど に も 注

意） 

食事の材料

や調味料な

どの成分を

表示した献

立表を多言

語で掲示 

通 訳 者

など 
- 
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区分 対応など 

けがや病気の

人 

  衛生的な場所で安静に過ごせる よ う 配慮し 、 防寒・ 避暑対策をする 。  

  病気が感染症の場合は、 個室に移動さ せ、 医師など の派遣を 依頼する 。  

  必要に応じ て近隣の医療機関に移送する 。  

車やテントでの

生活を希望す

る人 

  目が届きにくく、情報伝達にも工夫が必要。 

  エコ ノ ミ ーク ラ ス 症候群など の心配も ある ため、なる べく 避難所の建物内へ

移動する よ う すすめる 。  

  やむを えず車内など のせま い場所で寝泊ま り し なければなら ない人がいる

場合は、 エコ ノ ミ ーク ラ ス 症候群の防止や排気ガス によ る 一酸化炭素中毒な

ど を 防ぐ ためエコ ノ ミ ーク ラ ス 症候群を 予防し ま し ょ う ( リ ーフ レ ッ ト 集

p. 3) など を 配布し て注意を呼びかける 。  

避難所以外の
場所に滞在す

る被災者 

  情報や支援物資が行き 届かないこ と がある ため、個別訪問など で状況を 把握

する 必要がある 。  

  と く に家族など の支援者がおら ず、避難所など に自力で避難する こ と ができ

ない人の情報を 把握し 、食料や物資の配布方法、情報の提供方法を 検討する 。 

帰宅困難者 

自宅ま での距離が遠く 帰宅を 断念し た人や、帰宅経路の安全が確認さ れる ま

での間一時的に滞在する 場所を 必要と する 帰宅困難者などの受入れについて

は、 施設内に地域住民と は別のス ペース（ でき れば別室） に受け入れる など配

慮する 。  

 

 
こ のほか、 災害時に配慮が必要な人への支援については、  

「 市町村のための災害時要配慮者支援体制構築マニュ アル」  

も 参考にする こ と 。  

市町村のための災害時要配慮者支援体制構築マニュ アル 
愛知県健康福祉部地域福祉課 

ht t p: //www. pref . ai chi . j p/0000078956. html  
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避難所利用者の事情に配慮にした広報の例 

 避難所利用者全員に伝える 必要がある 情報は、 でき る かぎり 簡潔にま と め、 難し い表現

や用語を さ け、 漢字にはふり がなを つけたり 、 絵や図を利用し たり し てわかり やすい表現

と なる よ う 工夫する 。  

さ ら に、 複数の手段を組み合わせて伝える 。  

＜配慮の例＞ 

目の見えない人 

( 見えにく い人)  

  音声によ る 広報 

  点字の活用 

  サイ ンペンなど で大き く はっ き り 書く  

  ト イ レ ま での案内用のロ ープの設置 

  ト イ レ の構造や使い方を 音声で案内する  など  

耳の聞こ えない人 

( 聞こ えにく い人)  

  掲示物、 個別配布によ る 広報 

  筆談 

  メ ールやＦ Ａ Ｘ の活用 

  手話通訳者の派遣依頼 

  要約筆記者の派遣依頼 

  光によ る 伝達( 呼び出し の際ラ ンプを 点滅さ せる )  

  テレ ビ （ 文字放送・ 字幕放送が可能なも の）  など 

外国人 

  通訳、 翻訳 

  避難所利用者から 通訳者を募る  

  絵や図、 やさ し い日本語の使用 

  翻訳ソ フ ト の活用 

  通訳者の派遣依頼 など 

 

＜様々な広報手段＞ 

音声によ る 広報 館内放送、 屋外ス ピ ーカー、 拡声器・ メ ガホン など 

掲示によ る 広報 情報掲示板への掲示、 避難所の前や町内の掲示板への掲示など 

個別配布 ちら し などを 作成し 、 各組や各世帯、 全員に配布する など  

個別に声をかける  情報伝達の支援者を 募り 伝えても ら う 、 自宅への個別訪問など 

メ ールなどを活用 メ ール、 Ｓ Ｎ Ｓ 、 イ ンタ ーネッ ト を活用する など  

翻訳・ 通訳 外国語、 手話、 点字などへの変換、 筆談、 絵や図の活用など 
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食物アレルギーや宗教上の理由で食べられないもの 

１ 原材料の表示 

（ １ ） 表示する も の 

・ 食物アレ ルギー（ 食品衛生法関連法令よ り ）  

必ず表示 卵、 乳、 小麦、 落花生、 えび、 そば、 かに 

な る べく

表示 

いく ら 、 キウ イ フ ルーツ 、 く る み、 大豆、 バナナ、 やま いも 、 カシュ ーナ

ッ ツ 、 も も 、 ごま 、 さ ば、 さ け、 いか、 鶏肉、 り んご、 ま つたけ、 あわび、

オレ ンジ、 牛肉、 ゼラ チン、 豚肉 

・ 宗教上の理由などへの対応 
  宗教上の理由によ る 食べ物の禁忌は、 アレ ルギーと 同様の取扱いが必要。  

（ 多様な食文化・ 食習慣を有する 外国人客への対応マニュ アル（ 国土交通省総合政策局観光事業課） よ り ）  

ベ ジ タ リ

アン 

肉全般、 魚介全般、 卵、 一部ではある が乳製品、 一部ではある が根菜・ 球

根類など の地中の野菜、 一部ではある が五葷
ご く ん

（ ニンニク 、 ニラ 、 ラ ッ キョ

ウ 、 玉ねぎ、 アサツ キ）  

イ ス ラ ム

教徒 

豚、アルコ ール、血液、宗教上の適切な処理が施さ れていない肉、う なぎ、

いか、 たこ 、 貝類、 漬物など の発酵食品 

＜ハラ ル( HALAL) ＞ 

ハラ ルと は、イ ス ラ ムの教えで許さ れた健全な商品や活動( サービス ) 全般

のこ と 。 ハラ ル認証を受けた食品も ある 。  

仏教徒 
一部ではある が肉全般、 一部ではある が牛肉、 一部ではある が五葷

ご く ん

（ ニン

ニク 、 ニラ 、 ラ ッ キョ ウ 、 玉ねぎ、 アサツ キ）  

キ リ ス ト

教 

一部ではある が肉全般、 一部ではある がアルコ ール類、 コ ーヒ ー、 紅茶、

お茶、 タ バコ  

ユダヤ教 
豚、 血液、 いか、 たこ 、 えび、 かに、 う なぎ、 貝類、 ウ サギ、 馬、 宗教上

の適切な処理が施さ れていない肉、 乳製品と 肉料理の組み合わせなど  

（ ２ ） 表示のし かた 
  加工食品、 調味料、 出汁などの原材料にも 注意。  

  各食材の原材料表示部分を切り 取り 掲示する 。 切り 取り づら い場合はコ ピ ーする 。  

２ 調理時の工夫や注意点 

個別に対応が必要な人の家族に調理場の一部を 開放し 、 自分たちで作っても ら う 。  

家族以外の人がつく る 場合は…… 

  調理の手順を 決め、 複数人で確認を する 。  

  調理台、 食器を分ける 。（ 食器は色で分けておく ）  

  鍋やフ ラ イ パンなどの調理器具や食器、 エプロ ンを 使い回さ ない。  

  和え物などはアレ ルゲン抜き のも のを先に作り 、 取り 分けておく 。  
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災害時のトイレ対策 

１ 施設のト イ レ をチェ ッ ク  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水の確保 

 
 

 

 

 

 
 

  

１ つでも ☑があれば、  

施設のト イ レ は 
使用し ない！ 
→災害用ト イ レ *を 設置

し 既存ト イ レ は使用不

可にする 。  

( *仮設ト イ レ、簡易ト イ レ など)  

  室内が安全ではない 

( 落下物など危険個所がある )  

  便器が使用可能な状態ではない 

( 便座やタ ンク などが破損し ている )  

  水( 上水) が出ない、  

ま たは周辺が断水し ている  
☑なら 、 ２ へ 

  下水が流れない 

・ 排水管から 漏水する  

・ 汚水マス やマンホールから あふれる  

・ 上階から 水を流すと  

下の階のト イ レから あふれる  

☑でも 、簡易ト イ レ（ 便

器にビニル袋を 付け、使用の

度に取り 換える ） と し て対

応する こ と も 可能。  

すべての項目でチェ ッ ク がなければ（ 安全で、 上下水も 使用可能）、  

施設のト イ レ を使用する  
 

  状況が確認でき ない 

  近く にプールや河川があり 、  

ト イ レ の水( 流し 用*) と し て 

使用でき る 。  

*手洗いには使わない  

水が確保でき なく ても 、

簡易ト イ レ（ 便器にビ ニ

ル袋を付け、使用の度に取り

換える ） と し て対応する

こ と も 可能。  

水が確保でき れば、 バケツ などに汲み置き し て施設のト イ レ を使用する  

 ( 使用の際は、「 ト イ レ を使う と き の注意」 を掲示)  
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３ ト イ レ の設置 

（ １ ） ト イ レ の数： 以下の例を参考に、 ト イ レ の数の確保に努める 。  

区分 設置数の例 参考・ 出展 

災害時の実例 

( 阪神・ 淡路大震災)  

約 75 人に１ 人 

( 上記の数を設置し たと こ ろ、苦情がほと ん

ど なく なる )  

避難所等における ト イ レ

対策の手引き ( H26. 4)  

兵庫県、 避難所等におけ

る ト イ レ 対策検討会 

一 般 的 な ト イ

レ の設置基準 

( 事務所の例)  

男性用大便所： 60 人以内ごと に１ 個以上 

男性用小便器： 30 人以内ごと に１ 個以上 

女性用便所 ： 20 人以内に１ 個以上 

事務所衛生基準規則 

（ ２ ） 男女別に分ける  

  男女別に区分けし 、 男性、 女性のマーク をつけて表示する 。  

  女性用にはサニタ リ ーボッ ク ス ( ふた付き ごみ箱) を設置する 。  

  でき れば使用時間を考慮し 、 女性用のト イ レ の数を多めに設置する 。  

（ ３ ） 要配慮者用ト イ レ の設置 

  避難所運営のために必要な部屋・ 場所( p. 2～) の「 要配慮者用ト イ レ 」

欄を参考に、 ト イ レ の使用で配慮が必要な人専用のト イ レ を設置する 。 

  マーク などを 活用し 、 要配慮者が優先使用する こ と を明確に表示する 。  

（ ４ ） その他 

  安全面を 考慮し 、 人目につき やすい場所

に設置する 。  

  夜間でも 使用でき る よ う ト イ レ の内外に

照明を設置する 。  

  屋外なら 、 ト イ レ を 待つ人のための屋根

や椅子を設置。  

  「 使用中」 の札を下げる 。  

 
     ＜災害用ト イ レ (仮設ト イ レ )設置例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ト イ レ の→ 
中と 外に 
照明を 設置 

使
用
中 

サニタ リ ー 
ボッ ク ス  

空 

使
用
中 

発電機

マーク を表示 「 使用中」 の札を下げる  

避難所に設置さ れた仮設ト イ レ (東日本
大震災： 宮城県多賀城市の総合体育館) 
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４ ト イ レ の衛生対策 

（ １ ） ト イ レ ッ ト ペーパーや生理用品、 おむつの捨て方 

し 尿処理量を 減ら し 、 流す水を 節約する ため、 使用済

みのト イ レ ッ ト ペーパーや生理用品、 おむつは、 専用の

ふた付き ごみ箱（ 足踏み開閉式がのぞま し い）に入れる 。  

ごみ箱から のにおいに注意し 、 ごみは定期的に処分する 。  

（ ２ ） ト イ レ 後の手洗い 

避難所内で感染症を広げないよ う 、 ト イ レ 使用後の手洗いを徹底する 。 

生活用水と し て使用でき る 水がある 場合は、 蛇口つき タ ンク を活用し 、

簡易手洗い場を設置する 。  

水がない場合は、 ウ ェ ッ ト ティ ッ シュ や消毒用アルコ ールを使用する 。 

（ ３ ） ト イ レ 用の履物 

ト イ レ の汚染を避難所利用者の生活場所に持ち込ま ないよ う 、「 ト イ

レ 用ス リ ッ パ」 など を使用し 、 ト イ レ の内外で履物を分ける 。  

（ ４ ） ト イ レ の清掃 

ト イ レ の清掃は、 避難所利用者自身が交替で毎日実施する 。  

（ ５ ） し 尿の保管、 管理 

簡易ト イ レ や仮設ト イ レ など でし 尿が満杯になった場合は、 市によ る

し 尿の回収が始ま る ま での間、 避難所利用者の生活場所から 離れた場所

で、 でき る だけ密閉し た状態で保管する 。  
 

５  排便収納袋の使用 

（ １ ） 使用方法 

排便収納袋（ 便器にビニル袋を付け、 使用の度に取り 換える ） の使用

方法については、 製品によ って使用方法が異なる ため、 使用前には必ず

説明書を確認する 。説明書の数量に余裕がある 場合やコ ピ ー等が可能で

あれば各ト イ レ に説明書を貼る 。  

（ ２ ） 処理方法 

    使用後の排便収納袋の処理は、 一般可燃ごみと し ての処理が可能と

なる 。 ただし 、 衛生面を 考慮し 、 生活ごみと 一緒には集積を せず、 避

難所利用者の生活場所から 離れた場所で、 でき る だけ密閉し た状態で

保管する 。  

  

ごみ袋 

↓ふた付き  
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トイレを使
つ か

う ときの注意
ち ゅ う い

 既存ト イ レ が使用可能で水が確保でき た場合 

  ト イ レ ッ ト ペーパーは便器
べ ん き

に流
なが

さ ず、 備
そな

え付
つ

けのゴミ 箱
ばこ

に捨
す

ててく ださ い。 ト イ レ に流
なが

すと 詰
つ

ま る 原因
げんいん

になり ま

す。  

捨
す

てた後
あと

は、 ゴミ 箱
ばこ

のふたを 必
かなら

ず閉
し

めてく ださ い。  

 

  ト イ レ を使
つか

ったら 、 バケツ の水
みず

（ 流
なが

し 用
よ う

） で流
なが

し てく だ

さ い。みんなが使
つか

う 水
みず

なので、節水
せっ すい

を 心
こ こ ろ

がけま し ょ う 。  

 

  バケツの水
みず

（ 流
なが

し 用
よ う

） が なく なり そう なと き は、気付
き づ

い

た人
ひと

たちが 協 力
き ょ う り ょ く

し て、 水
みず

をく んでき ま し ょ う 。  

 

  バケツの水
みず

（ 流
なが

し 用
よ う

） は手
て

洗
あら

いには使
つか

わないでく ださ い。 

手
て

洗
あら

いは、 手洗
て あ ら

い場
ば

に備
そな

え付
つ

けた水
みず

( 手
て

洗
あら

い用
よ う

) を使
つか

って

く ださ い。  

 

  みんなが使
つか

う ト イ レ なので、 き れいに使
つか

いま し ょ う 。  

 

  ト イ レ の掃除
そ う じ

は、避難所
ひ な ん じ ょ

を利用
り よ う

する 人
ひと

全員
ぜんいん

が、当番
と う ばん

で 行
おこ な

いま す。 当 番 表
と う ばんひょ う

を 確認
かく にん

し 、 協 力
き ょ う り ょ く

し て 行
おこ な

いま し ょ う 。 
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トイレを使
つ か

う ときの注意
ち ゅ う い

 災害用ト イ レ を 使う 場合 

  ト イ レ を使
つか

う 前
ま え

に、 ノ ッ ク や声
こ え

をかける など し て、 中
なか

に

人
ひと

がいないか確
たし

かめてから 入り ま し ょ う 。 ト イ レ には、

入口
いり ぐ ち

にある 札
ふだ

を「 使用中
し よ う ちゅ う

」 にし てから 入
はい

り ま し ょ う 。  

 

  ト イ レ を使
つか

ったら 、 便器
べ ん き

のそばにある レ バーをま わし て、

排
はい

せつ物
ぶつ

を均
なら

し てく ださ い。（ レ バーつき の場合
ば あ い

のみ）  

 

  和式
わ し き

ト イ レ の上板
う わいた

（ 便器
べ ん き

にま たがる と こ ろ） には、 ２ 人

以上
いじ ょ う

で乗
の

ら ないでく ださ い。  

介護
か い ご

が必要
ひつよ う

な方は、 洋式
よ う し き

ト イ レ を使
つか

ってく ださ い。  

 

  洋式
よ う し き

ト イ レ は、 足
あし

の不自由
ふ じ ゆ う

な方
かた

や介添
か い ぞ

えが必要
ひつよ う

な方
かた

など

が優先的
ゆう せんてき

に使
つか

える よ う 、 なる べく 和式
わ し き

ト イ レ を使
つか

ってく

ださ い。  

 

  みんなが使
つか

う ト イ レ なので、 き れいに使
つか

いま し ょ う 。  

 

  排
はい

せつ物
ぶつ

がたま ってき たら 、 気付
き づ

いた人
ひと

が総合
そう ご う

受付
う けつけ

に

連絡
れんら く

し てく ださ い。（ 業
ぎょ う

者
し ゃ

に汲
く

み取
と

り を 依頼
い ら い

する ため） 
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トイレの清掃当番がやること 

   

 

 
 

① 入口のド アや窓を開けて、 換気する  

② 汚物をと る  
  汚物は新聞紙など で包んで取り 、 ビニル袋に入れる 。  

  汚物を 入れたビ ニル袋に消毒液を 入れて密封し 、 ごみ袋に入れる 。  

③ 高いと こ ろから 順番に、 拭き 掃除をする  

④ 床掃除をする  

⑤ 個室内や便器の掃除をする  
  消毒液で濡ら し たぞう き んなど で、 汚れの少ない場所から 順に拭く 。  

（ 例： 便座→ふた→タ ンク →便器の外側）  

  詰ま り 以外の原因で流れていない汚物があればバケツ など の水で流す。（ 例： 和式

では２ ～３ Ｌ の水を上から 勢いよ く 流し 込む。）  

  水が流れる 場合は塩素系洗剤を便器内にかけ、 数分後に水で流す。  

⑥ 人の手が触れる 部分の掃除する  
  ド アノ ブ、 手すり 、 水洗レ バーなど 人の手が触れる 部分を 、 こ れま での手順で使用

し ていない消毒液で濡ら し たぞう き んなど で拭く 。  

  手洗い場の水アカなど をふき 取る 。  

⑦ 消耗品の補充・ 設置 
  掃除用の手袋を 外側が内側になる よ う に外し 、 ごみ袋を 入れる 。  

  ト イ レ ッ ト ペーパー、 消臭剤、 手洗い用の消毒液など を 補充・ 設置する 。  

 

 

 

 

 

 

 

  

ぞう き ん、 バケツ 、 洗剤、 ビ ニル袋、 ごみ袋、 新聞紙など のいら ない紙 

消毒液（ 水１ L に台所用塩素系漂白剤 24ml ( キャ ッ プ１ 杯)を混ぜる ） など 

掃除 

道具 

衛生・ 安全のため、袋を 二重

にし て持ち運び、他のごみと 混

ざら ないよ う に注意する 。 ( ト

イ レ 用のごみ置き 場は予め決

め、 わかる よ う にし ておく 。 )  

ト イ レ から 出たごみの処理 
 

① マス ク 、 手袋、 前掛けなど着用し ていたも のを ごみ袋

に入れ、 ト イ レ から 出たごみと 同じ 場所に置く 。  

② 泥落と し マッ ト などで靴の汚れを 落と し 、消毒液をし

みこ ま せたマッ ト で靴の裏を 消毒する 。  

③ 石けんで１ 分間、 よ く 手を洗う 。（ 指先、 指の間、 親

指のま わり 、手首など を 念入り に！） 水がない場合は

手指消毒用アルコ ールを 使う 。  

④ う がいをする 。  

後片付け  

マス ク 、 手袋、 前掛けなど （ 使い捨てでき る も のを利用）  装備 
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こころの健康 
悲惨な体験の後には、 心身に思いがけない様々な変化が起こ る 。 こ のよ う な変化の全て

を 病的なも のと し て捉える 必要はなく 、 身体的な健康管理と 同時に、 安全、 安心、 安眠と

栄養が確保さ れる よ う 、 支援を 行う こ と が望ま し い。  

１ 被災者のこ こ ろのケア 

（ １ ） 災害時の心的反応プロ セス  
被災者に起こ る 変化は、 態度、 し ぐ さ 、 表情、 口調など から わかる も のや、 実際に面談

し て明ら かになる も のま で多様である こ と 、 ま た、 災害によ って引き 起こ さ れた様々な被

害や影響がも たら すも のには個人差がある こ と に注意する 。  

初
期(

発
災
後
一
動
月
ま
で) 

不安 
態度が落ち着かない、 じ っ と でき ない、 怖がる /おびえる 、 

ふる え、 動機 

取り 乱し  
話がま と ま ら ない、 行動がちぐ はぐ 、 興奮し ている 、  

涙も ろい 

茫然自失 ぼんやり し ている 、 無反応、 記憶があいま い 

その他 睡眠障害 

中
長
期(

発
災
後
一
動
月
以
降) 

緊張状態が続く ( 過覚醒)  常に警戒し た態度を と る 、些細な物音や気配にハッ と する  

過去に経験し た こ と を

思い出す( 想起)  

悲惨な情景をたびたびあり あり と 思い出す、  

悲惨な情景を夢に見る  

回避、 麻痺 
災害を連想さ せる 場所・ も の・ 人・ 話題を 避けよ う と する  

感情がわかず何事にも 興味が持てない 

気分の落ち込み( 抑う つ)  憂鬱な気分、 絶望感、 無力感、 孤独感、 自分を責める  

その他 睡眠障害、 アルコ ール摂取量が増える 、 他者を責める など 

（ ２ ） 対応 
  被災者が自発的に支援を求める こ と は少ない。  

  話し たい人がいれば共感をも っ て聴く が、 無理やり 話を さ せる こ と はし ない。 ( 話を聴

く 場所は、 プラ イ バシーを配慮し た部屋( 相談室など ) と する 。 )  

  被災体験を 聴く よ り も 、 日常生活での支障や困っ ている こ と を聴き 、 支援する こ と が

望ま し い。  

  医師や保健師、 精神保健福祉相談員に相談し 、 災害のあと の気持ちの変化( リ ーフ レ ッ

ト 集 p. 15, 16 ) などを活用し ながら 声かけを する 。  

大規模災害における 保健師の活動マニュ アル（ 日本公衆衛生協会・ 全国保健師長会 2 0 1 3 ） を 参考に作成 
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２ 支援者（ 避難所運営側） のこ こ ろのケア 

被災者を支援する 人は、 自分自身の健康問題を 自覚し にく い上、 その使命感のために休

息や治療が後手に回り やすい。 支援者には、 被災者と は違う ス ト レ ス が生じ ている こ と を

認識し 、 十分な健康管理を 行う 必要がある 。  

（ １ ） 支援者のス ト レ ス の要因 
  自分自身や家族、 知人など 身近な人も 被災者である 場合、 特に身近な人よ り も 他

者の支援を優先する こ と が、 心理的な緊張や疲労感を も たら す。  

  不眠不休で活動する など 、 災害直後の業務形態が慢性化し てし ま う 。  

  自身の使命感と 、 物資や資機材の不足など現実の制約と の間で葛藤を生じ やすい。 

  被災者から 、 怒り や不安など の感情を 向けら れる こ と がある 。  

  被害現場を目撃する こ と でト ラ ウ マ反応を 生じ る 。  

（ ２ ） 支援者のス ト レ ス 症状のチェ ッ ク  
  下記のいく つかに当てはま る と 、 大き なス ト レ ス を抱えている 可能性がある 。  

□疲れている のに、 夜よ く 眠れない □いつも よ り 食欲がない 

□動悸、 胸痛、 胸苦し さ を感じ る  □物事に集中でき ない 

□涙も ろく なる  □身体が動かない 

□イ ラ イ ラ する  □朝起き る のがつら い 

□酒の量が増えた □無力感を 感じ る  

□強い罪悪感を持つ □自分の身だし なみに関心が持てない 

□人と 口論する こ と が多く なっ た  

（ ３ ） 支援者のセルフ ケアのための留意点 

活動し すぎない 

  自分の限度を わき ま えて、 活動のペース を 調整する 。  

  現場に長時間留ま ったり 、 １ 日にあま り に多く の被災者と 関わっ

たり し ないよ う 「 仕事を 人に任せる 」「 断る 」 などする 。  

ス ト レ ス に 

気付く  

「（ ２ ） 支援者のス ト レ ス 症状チェ ッ ク 」 などを 実施し て自分の健康

を管理し 、 ス ト レ ス の兆候に早めに気づく よ う にする 。  

ス ト レ ス 解消に

努める  

  リ ラ ク ゼーショ ンや身体的ケア、 気分転換、 仕事以外の仲間( 家

族、 友人等) と の交流などでス ト レ ス の解消に努める 。  

  ス ト レ ス や疲労解消のための食物や医薬品の過剰摂取は避ける 。

( カフ ェ イ ンも かえって不安を増強さ せる こ と がある ので注意。 )  

孤立を 防ぐ  

  活動はペア（ ２ 人１ 組） で行う 。（ １ 人で活動し ない。）  

  自分の体験を 仲間と 話し 合い、 先輩から アド バイ ス を受ける 機会

を 定期的に設ける 。  

考え方を  

工夫する  

  自分の行動を ポジティ ブに評価し ネガティ ブな考えは避ける 。  

  セルフ ケアを 阻害する 態度( 休憩を 取る なんて自分勝手だ、 みん

な一日中働いている から 私も し なければいけないなど) を避ける 。  

災害時の心のケア活動の手引き (愛知県健康福祉部障害福祉課こ こ ろの健康推進室 H2 5 .3 )を参考に作成 
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「 災害救助法によ る 救助の程度、 方法及び期間」 早見表 

救助の種類 対    象 費用の限度額 期   間 備       考 

避難所の
設置 

現に被害を受け、又は

被害を受ける おそれ

のある 者に供与する 。 

（ 基本額）  

避難所設置費（ 1人1日当たり ）  

                  円以内 

（ 加算額）  

冬期  別に定める 額 

災害発生の日か

ら ７ 日以内※ 

 

１ 費用は、 避難所の設置、

維持及び管理のための人

夫費、 消耗器材費、 建物

等の使用謝金、 燃料費及

び仮設便所等の設置費を

含む。  

２ 輸送費は別途計上 
応急仮設住
宅の供与 

住家が全壊、全焼又は

流失し 、居住する 住家

がない者であって自

ら の資力では住宅を

得る こ と ができ ない

者 

１ 規格（ １ 戸あたり ）  

  平均       ㎡（      坪）  

      を基準と する 。  

２ 限度額（ １ 戸当り ）  

                  円以内 

災害発生の日

から 20日以内

着工 

  但し 内閣府の

承認によ り 着工

期間の延長あ   

１ 基準面積は平均１ 戸当り

29. 7㎡であればよ い。 ま

た実情に応じ 市町村相互

間によ って設置戸数の融

通ができ る 。  

２ 供与期間   

  ２ 年以内 

３ 県外から の輸送費は別枠 
炊き 出し そ
の他によ る  
食品の給与 

１ 避難所に避難し て

いる 者 

２ 全半壊（ 焼）、流失、

床上浸水で炊事で

き ない者 

１ 人１ 日（ ３ 食） 当り  

 

                  円以内 

災害発生の日か

ら ７ 日以内※ 

 

食品給与のための総経費を

延給食人員で除し た金額が

限度額以内であればよ い。  

飲料水の
供給 

現に飲料水を得る こ

と ができ ない者 
当該地域における 通常の実費 災害発生の日か

ら ７ 日以内※ 

輸送費、 人件費は別途計上 

被服、 寝具 
その他生活
必需品の給
与又は貸与 

全半壊（ 焼）、 流失、

床上浸水等によ り 、生

活上必要な被服、寝具

、その他生活必需品を

そう 失、 又はき 損し 、

直ちに日常生活を営

むこ と が困難な者 

１ 夏季（ ４ 月～９ 月）、 冬期（

10月～3月） の季別は災害発生

の日をも って決定する 。  

２ 下記金額の範囲内 

 

                  円以内 

災害発生の日か

ら 10日以内に完

了※ 

 

１   備蓄物資の価格は年度

当初の評価額 

２   現物給付に限る 。  

医療 医療の途を失った者

（ 応急的処置）  
救護班が使用し た薬剤、治療材

料、 医療器具の修繕等の実費 
災害発生の日か

ら 14日以内※ 

患者等の移送費は、 別途計

上 
助産 災害発生の日以前又

は以後７ 日以内に分

べんし た者であって

災害のため助産の途

を失った者 

（ 出産のみなら ず、死

産及び流産を含み現

に助産を要する 状態

にある 者）  

救護班が、使用し た衛生材料等

の実費 
分べんし た日か

ら ７ 日以内 

  

妊婦等の移送費は、 別途計

上 

被災し た住
宅の応急修
理 

住宅が半壊（ 焼） し 、

自ら の資力によ り 応

急修理をする こ と が

でき ない者 

居室、炊事場及び便所等日常生

活に必要な最小限度の部分１

世帯当り  

                  円以内 

災害発生の日か

ら １ カ月以内に

完了 

実情に応じ 、 市町村相互間

において対象数の融通がで

き る 。  

※但し 内閣府の承認によ り 期間延長あり  
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災害救助法 

                                                            昭和 22 年 10 月 18 日 

                                                            法 律 第  118 号 

 第１ 章 総 則 

  （ こ の法律の目的）  

第１ 条 こ の法律は、 災害に際し て、 国が地方公共団体、 日本赤十字社その他の団体及び

国民の協力の下に、 応急的に、 必要な救助を 行い、 被災者の保護と 社会の秩序の保全を図

る こ と を 目的と する 。  

 

 （ 救助の対象）  

第２ 条 こ の法律によ る 救助（ 以下「 救助」 と いう 。） は、 都道府県知事が、 政令で

定める 程度の災害が発生し た市町村（ 特別区を 含む。） の区域（ 地方自治法（ 昭和

22 年法律第 67 号） 第 252 条の 19 第１ 項の指定都市にあっては、 当該市の区域又

は当該市の区の区域と する 。） 内において当該災害よ り 被害を受け、現に救助を必要

と する 者に対し て、 こ れを 行う 。  

 

 （ 救助の種類）  

第４ 条 救助の種類は、 左の通り と する 。  

 １  避難所及び応急仮設住宅の供与 

 ２  炊き 出し その他によ る 食品の給与及び飲料水の供給 

 ３  被服、 寝具その他生活必需品の給与又は貸与 

 ４  医療及び助産 

 ５  被災者の救出 

 ６  被災し た住宅の応急修理 

 ７  生業に必要な資金、 器具又は資料の給与又は貸与 

 ８  学用品の給与 

 ９  埋葬 

 10 前各号に規定する も ののほか、 政令で定める も の 

２  救助は、 都道府県知事が必要がある と 認めた場合においては、 前項の規定にかかわら

ず、 救助を要する 者（ 埋葬については埋葬を 行う 者） に対し 、 金銭を 支給し てこ れを 行う

こ と ができ る 。  

３  救助の程度、 方法及び期間に関し 必要な事項は、 政令で定める 。  

 

（ 以下略）  
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  避難所等におけるトイレ対策の手引き H26.4(兵庫県、避難所等におけるトイレ対策検討会) 

  福祉避難コーナー設置ガイドライン H25.3(京都府健康福祉部介護・地域福祉課) 

  災害時要援護者対策ガイドラインＨ18.3(日本赤十字社) 

  スフィア・プロジェクト 2011 年版(特定非営利活動法人難民支援協会) 

  難病のある人の雇用管理・就業支援ガイドライン H19.3(難病の雇用管理のための調査・研究会) 

  災害時のこどものアレルギー疾患対応パンフレット H23.5(日本小児アレルギー学会) 

  地域のみんなで考えよう！アレルギーっ子にやさしい防災 H20.3(特定非営利活動法人レスキューストックヤード) 

  災害時の視覚障害者支援体制マニュアル H24.3(社会福祉法人日本盲人福祉委員会) 

  災害時の視覚障害者支援者マニュアル H24.3(社会福祉法人日本盲人福祉委員会) 

  聴覚障害者が災害時に困ること願うこと～聴覚障害者災害時支援マニュアル～H25.1(呉市聴覚障害

者災害時援助システム構築事業実行委員会) 

  知的障害のある方のための災害時初動行動マニュアル H25.3(東京都福祉保健局) 

  自閉症の人たちのための防災・支援ハンドブック H24.3(社団法人日本自閉症協会) 

  妊産婦・乳幼児を守る災害対策ガイドライン H19.3(東京都福祉保健局) 

  男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針 H25.5(内閣府男女共同参画局) 

  男女共同参画の視点で実践する災害対策テキスト災害とジェンダー＜基礎編＞H25.3(東日本大震災女性支援ネットワ ーク) 

  こんな支援が欲しかった！現場に学ぶ、女性と多様なニーズに配慮した災害支援事例集 H24.5(東日本大震災女性支援ネットワ ーク)  

  多様な食文化・食習慣を有する外国人客への対応マニュアル H20.2(国土交通省総合政策局観光事業課) 

  多文化共生の推進に関する研究会報告書～災害時のより円滑な外国人住民対応に向けて～H24.12(総務省) 

  国際シンボルマーク使用指針 1993.10(日本障害者リハビリテーション協会) 

  標準案内用図記号(交通エコロジー・モビリティ財団) 

  コミュニケーションボード、コミュニケーションカードの普及(社会福祉法人横浜市社会福祉協議会障害者支援センター)  

  災害時におけるペットの救護対策ガイドライン H25.6(環境省自然環境局総務課動物愛護管理室) 

愛知県避難所運営マニュ アルの改正( H27. 3) 及び愛知県避難所マ
ニュ アル活用の手引き の作成( H27. 3) にあたり 参考にし たも の 


